
平成２３年４月８日

関西電力株式会社

福島第一原子力発電所事故を踏まえた

安全性向上対策の実行計画について



東北地方太平洋沖地震に伴う
福島第一原子力発電所の状況

地震発生により原子炉自動停止

地震・津波の影響により
非常用電源喪失

（送電線、非常用発電機の機能喪失）

炉心冷却機能
の喪失

放射性物質
の放出

関西電力の対応

安全性向上対策の実行計画策定方針

【止める】

【冷やす】

【閉じ込める】

(1) 津波により全交流電源、原子炉冷却機能、
使用済燃料ピット冷却機能の３つの機能全てを
喪失したことが、事故の拡大をもたらした
直接的な要因と考えられるため、
その機能確保のための対策を策定

(2) 津波発生時３つの機能確保のために、
直ちに講じるべき対策を緊急対策として策定
この緊急対策により、原子炉の冷却と使用済
燃料の損傷は防止可能と判断するが一層の

安全性向上のため多重性、多様性をもたせた

応急対策を策定

(3) 今後も事故の情報収集、分析を継続し、
新たな知見が得られた場合は、迅速かつ
的確に対策を追加反映

(4) 上記達成のため最優先に資源を投入するとともに、
当社発電所の地域的特性を踏まえた対策についても
鋭意検討

実行計画策定方針

１

使用済燃料ピット
の水位低下
(温度上昇)



全般

広報誌の新聞折込や発電所立地町への
各戸訪問などを通じた情報発信
社員が今回の事故や当社の活動をご説明し、
ご理解が得られるような取り組みの実施他

緊急時に対する体制の強化

（要員確保、手順書整備および訓練実施）

運転シミュレータを用いた全交流電源喪失の
訓練実施 （全運転直(36班)対象）

津波による冠水防止のため扉等へのシール

施工

使用済燃料ピット冷却機能の確保
（使用済燃料ピットポンプの分解点検）

炉心冷却機能の確保

（ECCS、格納容器ｽﾌﾟﾚｲﾘﾝｸﾞの健全性確認）

消防車／消防ポンプ及び消火ホースの配備、
保管場所、健全性確認

電源車および資機材等の配置、保管場所、
健全性確認

継続して実施福井県の皆さまへの
情報発信

平成２３年４月１２日までに実施予定

（全ﾌﾟﾗﾝﾄ）

緊急対応体制の確立

平成２３年４月中に完了予定

（美浜１号機、高浜１号機）

訓練の実施
運用

面の

対策

平成２３年４月中旬までに実施予定

（全ﾌﾟﾗﾝﾄ）

安全上重要な設備機能
維持のための対策

平成２３年４月１３日完了予定

（美浜１号機）

平成２３年４月７日完了

（高浜１号機）

定期検査における
特別点検

平成２３年４月１２日までに実施予定

（全ﾌﾟﾗﾝﾄ）

使用済燃料ピット
冷却機能の確保

平成２３年４月１２日までに実施予定

（全ﾌﾟﾗﾝﾄ）

炉心冷却機能の確保

平成２３年４月１０日までに実施予定

（全ﾌﾟﾗﾝﾄ）

電源の確保

設備

面の
対策

上記緊急対策について、平成２３年４月中旬までに完了予定
（定検時のみ実施可能な訓練等の継続実施分は除く）

津波により、全交流電源、炉心冷却機能、使用済燃料ピット冷却機能が喪失
する状況にあっても、原子炉の冷却や使用済燃料の損傷防止を確実にする

緊急対策ならびにその実施スケジュール ２



平成２３、２４年度中に実施予定
（全ﾌﾟﾗﾝﾄ）

使用済燃料ピット冷却系統の耐震補強

平成２３年度中に実施予定 （全ﾌﾟﾗﾝﾄ）海水ポンプの津波対策の強化
（海水ポンプエリアに防護壁を設置）

全般

平成２４年度中に実施予定

（美浜１・２・３号機、大飯３・４号機）

送電線の強化

発電所へのアクセス道路の整備

安全上重要な設備の津波による冠水防止の
ため、水密扉への取替を実施

津波による衝撃力を緩和するため、
既存防波堤のかさ上げもしくは防潮堤設置
を実施

使用済燃料ピット冷却機能の強化
（冷却水注入配管敷設による水補給方法多様化他）

タンク周りの防護壁設置

タンク間の配管改造

海水供給用可搬式ポンプの設置

非常用発電機代替設備の設置

中長期的に実施

平成２４年度上期実施予定 （全ﾌﾟﾗﾝﾄ）

平成２３年度中に実施予定
（美浜、高浜）
平成２５年度中に実施予定 （大飯）

安全上重要な設備機能
維持のための対策

平成２３年度中に実施予定 （全ﾌﾟﾗﾝﾄ）使用済燃料ピット
冷却機能の確保

平成２３、２４年度中に実施予定

（全ﾌﾟﾗﾝﾄ）

炉心冷却機能の確保

中長期的に実施

平成２３年６月までに配置予定

（全ﾌﾟﾗﾝﾄ）

平成２３年度上期配置予定 （全ﾌﾟﾗﾝﾄ）電源の確保

設

備

面

の

対

策

情報収集、分析を継続し、新たな知見が得られた場合は、
迅速かつ的確に対策を追加反映

緊急対策により原子炉の冷却と使用済燃料の損傷防止は確実となるが、
一層の安全性向上のため多重性、多様性を拡充のための対策

応急対策ならびにその実施スケジュール ３



電源車の確保

約200 kVＡ

約200 kVＡ

約390 kVＡ

約390 kVＡ

約200 kVＡ

約220 kVＡ

約360 kVＡ

約360 kVＡ

約300 kVＡ

約280 kVＡ

約240 kVＡ

必要
容量

約500kVA大飯１号

約610kVA大飯４号

約610kVA大飯３号

約610kVA大飯２号

約400kVA高浜４号

約610kVA高浜３号

約800kVA高浜２号

約500kVA高浜１号

約400kVA美浜３号

約800kVA美浜２号

約500kVA美浜１号

配置した

電源容量

プラント

中央制御室の監視計器用に必要な電力を確保するため、電源車を配備する。
（各ユニット１台ずつ、計11台配備。予備として11台。）

①

ケーブル

電源車

＜建屋内＞

計器用電源盤

（中央制御室の
監視計器への
給電のため）

充電器盤

（蓄電池への
充電のため）

：電源車から
給電する機器

＜屋外＞

バッテリー

ディーゼル発電機

受電盤

発電所内
電源系統

緊急対策 ４



タービン動
補助給水ポンプ

復水
タンク

300m3

Ｍ

純水
装置

純水タンク
1500m3

×2
（１，２号共用）

淡水タンク
3000m3

×2
（１，２号共用）

ホース

電動
補助
給水
ポンプ

ディーゼル
消火ポンプ

２次系純水ポンプ

消防ポンプ

消防ポンプ

格納容器内

建屋内

屋外

ホース

本設

本設

原子炉容器

蒸
気
発
生
器

ポンプ

蒸気

消火栓

ホース

ホース

海水

消防ポンプ

ホース

消防ポンプ他による炉心冷却機能の確保

炉心冷却に必要な蒸気発生器への水を確保

①純水タンク → 消防ポンプ他 → 復水タンク

①

②

②

③
（美浜１号機の例）

②淡水タンク 復水タンク

③海水 → 消防ポンプ他 → 復水タンク

消防ポンプ他

ﾃﾞｨｰｾﾞﾙ消火ポンプ
→ →

緊急対策 ５



ディーゼル

消火ポンプ
消火栓

防火水槽
60m3×1
1,2号共用

1次系純水ポンプ

電源車

電源車による電源供給

屋外消火栓

①燃料取扱建屋内消火栓

②屋外消火栓

③1次系純水タンク

④消防ポンプ他（防火水槽）

⑤消防ポンプ他（海水）
②

①

③

④

淡水タンク
3000m3

×2
(1,2号共用）

海水

⑤

1次系純水

タンク

消防ポンプ他による使用済燃料ピット冷却機能の確保

（美浜１号機の例）

屋内外の水源から使用済燃料ピットへ水を補給するための設備
（消防ポンプおよび消火ホース）を配備

[燃料取扱建屋内]

ホース

ホース

ホース

ホース

<本設>

<本設>
使用済燃料ピット

ポンプ
クーラ

海水で冷やした冷却水

クーラ
ポンプ

[原子炉補助建屋内]

[屋外]

本設配管
：電源喪失により起動できない

ホース

ホース

緊急対策 ６



原子炉容器

クーラ

主冷却材

低温側配管

主冷却材

高温側配管

：今回実施した点検時のライン

低圧注入

ポンプ

原子炉格納容器

系統構成（美浜１号機の例）

非常用炉心冷却系統の健全性確認 （定期検査における特別点検）

定期検査中のプラントにおいて、事故を模擬し、実際に原子炉容器に水が注入される
ことを確認

低圧注入系統

原子炉補助建屋

海水で冷やした
冷却水

：通常の試験時のライン

緊急対策 ７



圧縮空気

空気

内部スプレイポンプ

燃料取替用水

タンク

水

通常は水を用いて内
部スプレイポンプ回り
の試験を実施

原子炉格納容器

内部スプレイリング

（高浜１号機の例）

風
船

格納容器スプレイリングの健全性確認 （定期検査における特別点検）

原子炉格納容器内の圧力上昇を抑制する設備の健全性を確認するため、
系統配管に圧縮空気を供給し、空気が流れることを確認
（通常１０年程度の間隔で実施）

原子炉容器

蒸
気
発
生
器

ポンプ

緊急対策 ８



使用済燃料の冷却に用いる使用済燃料ピットポンプの分解点検を実施し、健全性を確認
当該ポンプは２台あるが、冷却機能を維持するため、１台ずつ点検を実施

（高浜１号機の例）

使用済燃料ピットポンプの分解点検 （定期検査における特別点検）

使用済燃料ピット

ポンプ
クーラ

分解点検頻度：６年毎

海水で冷やした冷却水

クーラ
ポンプ

使用済燃料ピットポンプ

（本設配管） 一次系
純水
タンク

一次系純水ポンプ

緊急対策 ９



○工事内容

安全上重要な設備がある建屋内に津波による水が浸入することを防止するため、
扉等の隙間へのシール施工および水密扉への取替を実施

水密扉の例

シールゴム

シール施工の例

：シール施工又は 水密扉への取替

建屋の水密性向上（シール施工、水密扉への取替）

原子炉建屋

原子炉
補助建屋

格納容器

敷地高さ

○保護すべき安全上重要な設備

• タービン動補助給水ポンプ
• バッテリー
• ディーゼル発電機 他

• 扉の隙間にシール施工
を実施

（全プラント 平成２３年
４月中旬までに実施）

• 将来的に、水密扉への
取替を実施

（全プラント 平成２４年
上期実施予定）

対策実施場所

ディーゼル
発電機

タービン
建屋

緊急対策 応急対策 10



緊急時対応体制の確立

原子力事業本部長

マネジャー（原子力災害防止対策特命)
[部長クラス]

副事業本部長
(原子力企画部門)

（各発電所）

発電所長

副所長
(原子力災害防止対策特命）

品質保証室

技術課

原子燃料課

緊急時の対応体制を強化するため、

○原子力災害防止対策の推進に係る業務を一元的に統括する専任の役職者を新たに設置 （原
子力事業本部に部長クラス１名、各発電所に副所長１名：平成23年3月28日）

○また、休日・夜間体制確立のため、必要な要員を配置

（休日・夜間体制）

休日・夜間においてもに即応できるように、電源
つなぎ込み作業などの技能をもった要員を複数名
配置する。

＜安全確保体制の強化＞

副所長(技術）

発電所長

副所長
(原子力災害防止

対策特命）

技術班

設備班

広報・地域班

総務班

支援班

副所長(技術）

組 織 各発電所 防災体制

指揮者
指揮者補助、作業員

＜津波対応体制の確立＞

（原子力事業本部）

緊急対策 11



2×23,500×2大飯３・４号

23,500美浜３号

2×23,000×2高浜１・２号

2×23,500×2高浜３・４号

2×23,500×2大飯１・２号

21－計

22,000美浜２号

11,000美浜１号

必要台
数

（台）

必要容量
（kVA）

プラント

○移動式発電装置（約1800kVA） 21台 手配済み

○接続箱および接続箱と発電所内電源系統を繋ぐ
高圧ケーブルを恒設化（納入時期：H23年9月頃）

電源の確保（非常用発電機代替電源設備の設置）

ケーブル
移動式発電装置

＜建屋内＞ ＜屋外＞

計器用電源盤

（中央制御室の
監視計器への
給電のため）

電動補助給水
ポンプ

（炉心冷却の
継続のため）

ほう酸ポンプ

（系統へのほ
う素注入によ
る反応度制
御のため）

充電器盤

（蓄電池への
充電のため）

：非常用発電機
代替設備から給
電する機器

バッテリー

接続箱設置

発電所内
電源系統

非常用ディーゼル発電機の代替電源設備として、中央制御室の監視計器や
炉心を安全に冷却するために必要な機器（電動補助給水ポンプ等）の電力を
まかなえる容量の空冷式の移動式発電装置を配置

ディーゼル発電機

受電盤

恒設ケーブル設置

応急対策 12



ﾃﾞｨｰｾﾞﾙ発電機

海水ポンプ

海水ポンプ

放水口

可搬式エンジン駆動ポンプ

恒設化

仮設ホース

海水ポンプの機能喪失時に非常用ディーゼル発電機の冷却を
可能とする海水供給用可搬式エンジン駆動ポンプを配置

必要量は合計54台で残り16台は予備で70台準備予定

電源の確保（海水供給用可搬式ポンプの設置）

7

約400

O3O1T4T2

ポンプ台数

約400約300約220約180
D/G 海水流量

O4O 2T3T1M3M2M1 O3

6

O1T4T2

42ポンプ台数

約220約100
ﾃﾞｨｰｾﾞﾙ発電機

海水流量／基［m 3/h ］［m 3/h ］

O4O 2T3T1M3M2M1

4 4 4 5 5 6 7

[ 流量 60m3/h ]

取水口

（美浜１号機の例）

ﾃﾞｨｰｾﾞﾙ発電機

約220 約300 約320 約320

応急対策 13



電源の確保（送電線の強化）

【計画概要】
原子力発電所に外部から電源供給するための送電線のうち、

比較的運用年数が経過しているものを優先的に建替える。
具体的には、自然環境の厳しさ、設備異常の発生状況、長期

的な安全性の観点を踏まえ、美浜線美浜線・敦賀線敦賀線をはじめとして順次
改修する。

また、設備の改修にあたっては、設備異常の発生しにくい形状

の部材、腐食しにくい電線の採用等、最新の知見を盛り込むとと
もに今回の地震に鑑み、鉄塔ならびに基礎の耐震設計にも最新
の知見を反映する。

加えて、今回の地震の規模、設備被害の詳細が分かり次第、
取り入れるべきことがないか等の検討を行い、適切に対応する。

Ｈ２５Ｈ２４Ｈ２３

工程

Ｈ２９Ｈ２８Ｈ２７Ｈ２６年度

【改修工程（案）】

敦賀線

嶺南

もんじゅ 原電敦賀
美浜 2

美
浜

線

１

3
2
1

500kV 2回線

275kV 2回線

凡例

【系統図】

改修箇所
○敦賀線（275㎸）2回線
○美浜線（275㎸）2回線

※調査 ： 測量、地質、環境の調査およびそれに伴う地元、行政等との協議を通じ、詳細な工事の概要を決定するためのもの。

原
電

敦
賀

線

準備

調 査

工 事

応急対策 14



タービン動補助給水ポンプ

復水
タンク

Ｍ

蒸気発生器

電動補助
給水ポンプ

炉心冷却機能確保（炉心の冷却に必要となる蒸気発生器への注水機能の水源
確保）のための水源、資機材（消防ポンプ他）をより簡易的、機動的に活用できる
ように、復水タンクと純水タンクならびに淡水タンク間の配管を改造

炉心冷却機能の確保 （タンク間の配管改造）

Ｍ
純水
装置

純水タンク 淡水タンク

●タンク間の配管改造
・管台、ﾊﾞｲﾊﾟｽﾗｲﾝ、隔離弁の設置

(系統構成は高浜３号機の例)

蒸気

応急対策 15



設置高さの低い純水タンクや淡水タンクについて周囲に防護壁を設置
（対象：美浜１，２，３号機、大飯３，４号機）

原子炉建屋

原子炉
補助建屋

格納容器

対策実施場所

敷地高さ

●純水タンク、淡水タンク周りの防護壁設置

純水
タンク

淡水
タンク

炉心冷却機能の確保（純水タンク、淡水タンクの周りに防護壁設置）

タービン建屋

応急対策 16



水位低下分を適宜補給

①使用済燃料ピットに消火設備を利用して外部から水を補給するため
の配管を設置

②使用済燃料ピット冷却系統の信頼性向上のため、配管等の耐震
評価を実施し、必要に応じ対策を実施

消火栓

②配管支持構造物補強例

対象
配管

サポート

①配管設置

使用済燃料ピット冷却機能の確保（水補給方法の多様化他）

水源

（海水等）建屋内

屋外

使用済燃料ピット

ポンプ
クーラ

海水で冷やした冷却水

クーラ
ポンプ

配管支持構造物
の補強

ホース

（本設配管） 一次系
純水
タンク

一次系純水ポンプ

：電源喪失により起動できない

応急対策 17



既設セル護岸

かさ上げ

▼海水面

既設消波ブロック

追
加

消
波

ブ
ロ

ック 既設セル
補強

大飯：既設防波堤のかさ上げ

矢

矢視Ａ

地盤
海面

ｺﾝｸﾘｰﾄ構造物

防潮堤

地盤
海面

ｺﾝｸﾘｰﾄ構造物

防潮堤

美浜：アゴ越の原地盤に防潮堤設置

矢視B
海面

取水構造物

防潮堤

高浜：取水路上に防潮堤設置

矢視B

津波の衝撃力を緩和するため、防波堤のかさ上げなどを実施

安全上重要な設備機能維持のための対策（津波の衝撃力緩和対策）

取水路

応急対策 18

矢視B



防 潮 堤 の 設 置 H = 2m防 潮 堤 の 設 置 H = 2m

【大飯発電所１・２号機 取水口】

防護壁の設置

防 潮 堤 の 設 置 H =2m防 潮 堤 の 設 置 H =2m

【大飯発電所３・４号機 海水ポンプエリア】

防護壁の設置

《大飯発電所の例》

海水ポンプへの津波の影響を低減するため、海水ポンプエリアに防護壁を
設置

安全上重要な設備機能維持のための対策
（海水ポンプの津波対策の強化）

応急対策 19



原
電
・機
構
・当
社

の
三
社
連
名
の
全

面
新
聞
広
告

福井県の皆様への情報発信

越
前
若
狭
の
ふ
れ
あ
い

（お
お
い
町
内
へ
新
聞
折
込)

発
電
所
だ
よ
り

新
聞
全
面
広
告

（福
井
新
聞
・県
民
福
井
）

越
前
若
狭
の
ふ
れ
あ
い

特
別
号
（第
２
号
）

特
別
号
（第
１
号
）

越
前
若
狭
の
ふ
れ
あ
い

特
別
号
（第
３
号
）

（内容）
地震発生後の
対応、応援等

（内容）
津波対策の
検討開始

（内容）
地震にかかる
当社の対応

[ﾓﾉｸﾛ全面広告]

（内容）
これまでの設備
対策、定期検査
の特別点検等

立地町・隣接をはじめとする県内の行政、議会、各種団体等に対して、順次ご説明 （３月１２日～順次実施中）

Ｆ
Ｂ
Ｃ
・Ｆ
Ｔ
Ｂ
で

特
別
番
組
放
送 （福

井
新
聞
・県
民
福
井
）

（内容）
三社の安全確保に

向けた取り組み
[ ﾓﾉｸﾛ全面広告]

福井県の皆様にご理解いただくために、当社の対応状況については、積極的にタイムリーな
情報発信を実施

【ＣＡＴＶ第１弾番組放映 （福井県内：3/18～3/29）】
（内容）地震直後の当社の対応、当社原子力発電所の安全性等
（放送局）・福井、さかい、丹南、こしの国、南越前町エリア

・ＭＭネット＜美浜町・若狭町（旧三方町）＞
・ﾁｬﾝﾈﾙＯ＜小浜市・おおい町・若狭町（旧上中町）・高浜町＞
・高浜町有線放送＜高浜町＞
・ＲＣＮ＜敦賀市＞エリア

Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
第
１
弾
放
映
開
始

発
電
所
だ
よ
り
（美
浜
町
内
へ
新
聞
折
込)

発
電
所
だ
よ
り
（高
浜
町
内
へ
新
聞
折
込)

Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
第
２
弾
放
映
開
始

越
前
若
狭
の
ふ
れ
あ
い

特
別
号
（第
４
号
）

【ＣＡＴＶ第２弾番組放映】
（福井県内:4/10 ～4/24）
（内容）実施計画
（放送局）第一弾と同様

▼ ▼ ▼ ▼ ▼ ▼ ▼ ▼ ▼ ▼ ▽ ▽
3/17 3/18 3/20 3/23 3/27 3/31 4/2 4/3 4/10～

（内容）
3/23新聞

広告の内容
（内容）

実施計画

4/17

当社社員、協力会社社員および当社社員ＯＢが、県民の皆さまに丁寧に説明できるように

社内等に情報発信する。

全般 20



➢ 福島第一原子力発電所事故については、津波により以下の機能全てを
喪失したことが、事故拡大の直接的要因と推定されております。

①全交流電源 ②炉心冷却機能 ③使用済燃料ピット冷却機能

➢ 当社としましては、上記を踏まえて、安全性向上対策を策定しました。

・ 「緊急対策」
： 上記３つの機能確保のために、直ちに講じるべき対策
平成２３年４月中旬までに完了予定（継続実施分は除く）

・ 「応急対策」
：緊急対策により原子炉の冷却、使用済燃料損傷防止が確実となるが、
一層の安全性向上のための多重性、多様性拡充のための対策

➢ 今後も情報収集、分析を継続し、新たな知見が得られた場合は、
迅速かつ的確に対策を追加反映してまいります。

➢ 上記達成のため最優先に資源を投入するとともに、当社発電所の
地域的特性を踏まえた対策についても鋭意検討してまいります。

➢ また、引き続き県民の皆様のご理解を賜るよう社員一人ひとりが
丁寧な説明を実施してまいります。

21ま と め
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H23.4.12まで消防車の配置等

H23.4.12まで訓練の実施

③ 使用済燃料ピット冷却機能の確保
（使用済燃料ピットへの注水）

H23.4.13まで (美浜1号)

H23.4.7[済] (高浜1号)
その他順次実施予定

ECCS等の健全性確認

使用済燃料ﾋﾟｯﾄﾎﾟﾝﾌﾟ
分解点検

④ 定期検査における特別点検

H23.4.12まで消防車の配置等

H23.4.12まで訓練の実施

② 炉心冷却機能の確保

（蒸気発生器への給水）

H23.4.12予定

継続実施中福井県の皆様への情報発信

順次実施中訓練の実施

緊急対応体制の確立

⑥ 運用面での対策

主蒸気

タービン動補助給水ポンプ 復水タンク

主給
水

消防ポンプなど

補給水

水源

（海水等）

消防ポンプなど 水源

（海水等）
蓄圧タンク

原子炉容器

蒸
気
発
生
器

１次冷却材
ポンプ

制御棒

淡水
タンク

高圧注入ポンプ

格納容器
スプレイポンプ

余熱除去ポンプ

電動消火水
ポンプ

消火水系へ

格納容器サンプ

原子炉格納容器

格納容器スプレイ

ディーゼル
消火水ポンプ

海へ

ディーゼル 発電機

海水ポンプ

原子炉補機冷却水ポンプ

外部電源

Ｍ

Ｍ

Ｍ

Ｍ

Ｍ

Ｍ

燃料取替
用水タンク

主蒸気 蒸気タービンへ

駆動用蒸気

原子炉
補助建屋

使用済燃料
ピット

復水
タンク

主給水

Ｍ

タービン動補助給水ポンプ

電動補助給水ポンプ

ﾃﾞｨｰｾﾞﾙ
制御盤

緊 急 対 策 の 概 要

訓練の実施

電源車他の配置等 H23.4.10まで

順次実施中

① 電源の確保 （電源車の繋ぎ込み）

H23.4中旬既存扉の隙間へのシール施工等

⑤ 安全上重要な設備機能維持のための対策

設備面での対策(①～⑤)および運用面での対策(⑥)により、津波による全交流電源、
炉心冷却機能、使用済燃料ピット冷却機能が喪失する状況にあっても、原子炉の
冷却や使用済燃料の損傷防止を確実にする

参考資料１



H23,24年度中冷却系統の耐震補強

H23年度中配管を敷設し、水補給方法の多様化

③ 使用済燃料ピット冷却機能の確保

H23.6まで海水供給用可搬式ポンプの設置

中長期的に実施送電線の強化

① 電源の確保

H23年度上期非常用発電機代替設備の設置

H23,24年度中タンク間の配管改造

② 炉心冷却機能の確保

H24年度中タンク周りの防護壁設置(※)

H23年度中海水ﾎﾟﾝﾌﾟ用防護壁の設置

H23年度中(美浜,高浜)
H25年度中(大飯)

既存防波堤かさ上げ
/防潮堤設置

H24年度上期建屋の水密扉への取替

④ 安全上重要な設備機能維持のための対策

中長期的に実施

発電所へのアクセス道路の整備

⑤ 全般的対策

蓄圧タンク

原子炉容器

蒸
気
発
生
器

１次冷却材
ポンプ

制御棒

淡水
タンク

高圧注入ポンプ

格納容器
スプレイポンプ

余熱除去ポンプ

電動消火水
ポンプ

消火水系へ

格納容器サンプ

原子炉格納容器

格納容器スプレイ

ディーゼル
消火水ポンプ

海へ

ディーゼル 発電機

海水ポンプ

原子炉補機冷却水ポンプ

外部電源

Ｍ

Ｍ

Ｍ

Ｍ

Ｍ

Ｍ

燃料取替
用水タンク

主蒸気 蒸気タービンへ

駆動用蒸気

原子炉
補助建屋

使用済燃料
ピット

復水
タンク

主給水

Ｍ

タービン動補助給水ポンプ

純水/淡水
タンク

電動補助給水ポンプ

ﾃﾞｨｰｾﾞﾙ
制御盤

応 急 対 策 の 概 要

※対象：美浜1,2,3号機、大飯3,4号機

緊急対策により原子炉の冷却と使用済燃料の損傷防止を確実にするが、
以下の対策により、一層の安全性向上のため多重性、多様性を図る
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受電盤

＜建屋内＞
＜屋外＞

ディーゼルディーゼル 発電機発電機

海水

【【 緊急対策緊急対策 】】
①中央制御室の監視計器用に

必要な電力を確保するため、
電源車を配備

【【 応急対策応急対策 】】
②非常用ディーゼル発電機の冷却を可能とする海水供給用可搬式エンジン

駆動ポンプを配置
③中央制御室の監視計器や、炉心冷却に必要な機器の電力を確保するため、

移動式発電装置を配備
④外部から電源供給のため送電線を強化

その他
安全系機器ポンプ等

計器用電源盤

（中央制御室の
監視計器への
給電のため）

電動補助給水
ポンプ

（炉心冷却の
継続のため）

ほう酸ポンプ

（系統へのほ
う素注入によ
る反応度制
御のため）

充電器盤

（蓄電池への
充電のため）

バッテリー

11プラント
（21台配備）

11プラント
(各1台+予備1台

計22台配備）

11プラント
（70台配置 ）

電 源 の 確 保

①電源車配備

②海水供給用可搬式ポンプ

③空冷式の移動式発電装置

④送電線の強化

参考資料３



炉心冷却機能の確保

タービン動
補助給水ポンプ

復水
タンク

Ｍ

純水
装置

純水タンク

（１，２号共用）

淡水タンク
（１，２号共用）

ホース

電動
補助
給水
ポンプ

ディーゼル
消火ポンプ

２次系純水ポンプ

消防ポンプ

消防ポンプ

格納容器内

建屋内

屋外

ホース

本設

原子炉容器

蒸
気
発
生
器

ポンプ

蒸気

：接続部

【【 緊急対策緊急対策 】】
①炉心冷却に必要となる蒸気発生器への

注入水の水源を確保（電源がなくても
消防ポンプ等を用いて復水タンクに
給水可能となるように準備）

【【 応急対策応急対策 】】
②タンク間の水の移送が機動的にできるように配管等を改造
③設置高さの低い淡水タンク等の周囲に防護壁を設置
（対象：美浜１，２，３号機、大飯３，４号機）

消火栓

ホース

ホース

①注入水の水源確保

②配管改造

③防護壁設置

海水

消防ポンプ

ホース

防護壁
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水位低下分を
適宜補給

【【 応急対策応急対策 】】
②使用済燃料ピットに消火設備を利用して

外部から水を補給するための配管を設置
③使用済燃料ピット冷却系統の信頼性向上のため、

配管等の耐震評価を実施し必要に応じ対策実施

消火栓

②配管設置

使用済燃料ピット冷却機能の確保

建屋内 屋外

使用済燃料ピット

ポンプ
クーラ

海水で冷やした冷却水

クーラ
ポンプ

対象
配管

サポート
部材強化

（本設配管） 補給水
系統

【【 緊急対策緊急対策 】】
①屋内外の水源から使用済燃料ピットへ水を

補給するための設備（消防車/消防ポンプ
及び消火ホース）の配備

①消防ポンプ等による補給ラ
イン

③配管支持構造物補強例

ディーゼル
消火ポンプ

淡水タンク
(1,2号共用）

消火栓
(屋内もあり)

防火水槽

1,2号共用

海水

消防ﾎﾟﾝﾌﾟ

本設

屋外

タンク、海水
（左記同様）

（美浜１号機の例）

ホース

ホースホース

ホース

ホース
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